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妹 尾 　 茂 氏（本堀）

県
理
事

３
期
以
上
感
謝
状

Information
まちからの

お知らせ

納
め
忘
れ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

町
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
が
安
心
・
便
利
！

　
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
や
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
指
定
の
預
（
貯
）
金
口
座
か
ら
納
期
限
の
日
に
自
動
振
替
に
な
る

の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

　
町
税
や
保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　
登
録
を
希
望
す
る
通
帳
、
通
帳
印
を
持
参
の
上
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
記
入
し
、
ご
希
望
の

金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
金
融
機
関
の
町
内
各
支
店
お
よ
び
町
民
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

　
中
国
銀
行
・
広
島
銀
行
・
ト
マ
ト
銀
行
・
笠
岡
信
用
組
合
・
晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合
・

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
提
出
期
限
　

　
振
替
を
希
望
す
る
納
期
限
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、
１
か
月
半
前
ま
で
に
郵
便
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
　
資
産
税
係
・
住
民
税
係

　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
４
年
度
以
降
の
成
人
式
対
象
年
齢
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
に
改
正
さ
れ
る
民
法
に
よ
り
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の
成
人
式
に
つ
い
て
は
、「
現
行
と
同
じ
く
20
歳
を
対
象
」

と
し
、「
１
月
」
に
開
催
し
ま
す
。

●
20
歳
を
対
象
と
す
る
主
な
理
由

　
・
18
歳
の
場
合
、
多
く
の
人
が
受
験
や
就
職
活
動
と
重
な
り
、

出
席
が
難
し
く
な
る
た
め
。

　
・
20
歳
に
す
る
こ
と
で
、
対
象
者
が
集
ま
り
や
す
く
、
再
会
の

き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
再
確
認
す
る
場
と

な
る
た
め
。

　※

対
象
世
代
の
意
見
と
し
て
、
令
和
３
年
４
月
に
矢
掛
高
校
１

年
生
・
２
年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
67
％
の
生
徒
が
現

行
と
同
じ
20
歳
を
対
象
年
齢
と
す
る
こ
と
を
希
望
。
教
育
委

員
会
等
で
協
議
を
行
い
、
６
月
の
町
議
会
に
お
い
て
、
20
歳

を
対
象
年
齢
と
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
　
生
涯
学
習
係

　 

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り
後
、
申
し
込
み
を
行
い
、
選
択

し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
ご
利
用
金

額
の
25
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
（
お
１
人
あ
た
り
最
大
５
，
０
０
０
円
分
）
が
も
ら
え
る
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
請
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
役
場
１
階
に

設
置
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
パ
ソ
コ
ン
）
で
も
申
請
可
能
で
す
。

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
者
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
人

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
期
間
　
令
和
３
年
９
月
末
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
物

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
・
申
請
機
器
（
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
）

　
・
利
用
者
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

　
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
可
能
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
（
電
子
マ
ネ
ー
、

　
　
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、 Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）

■問
町
民
課
　
窓
口
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
３
１

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
地
域
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

15 
年 
表 

彰

10
年
感
謝
状

加 藤 明 子 氏（小田）↑協定書を手にする大和営業本部長（左）と山野町長

佐 藤 義 徳 氏（江良）

川田 貴美男 氏（矢掛）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年
９
月
に
現
在
の
た
か
つ
ま
荘
内
か
ら
旧
川
面
幼
稚

園
に
移
転
し
ま
す
。
な
お
、
８
月
18
日
㈬
か
ら
８
月
31
日
㈫
ま
で
は
、
移
転
準
備
の
た
め
休
所

し
ま
す
。

■問
健
康
子
育
て
課
　
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

令
和
３
年
度
や
か
げ
音
楽
祭（
仮
称
）出
演
団
体
募
集

　
町
お
よ
び
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
音
楽
団
体
の
皆
さ
ん
の
演
奏
に
よ
り
、
心
を
つ
な
ぎ
、

交
流
を
深
め
る
音
楽
祭
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
出
演
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
祭
典
で
す
。

　
出
演
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
期
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
開
催
予
定
日
　
12
月
12
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
　
　
　
　

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
延
期
・
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
会
　
　
　
場
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

●
内
　
　
　
容
　
出
演
団
体
に
よ
る
演
奏
発
表
・
合
唱
発
表

●
募 

集 

要 

件
　
・
町
内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と ※

カ
ラ
オ
ケ
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　
・
生
音
に
よ
る
演
奏
で
あ
る
こ
と
（
合
唱
可
）

　
　
　
　
　
　
　
・
企
画
実
行
委
員
会
に
１
〜
２
名
程
度
出
席
で
き
る
団
体
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
・
前
日
準
備
・
当
日
運
営
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
で
き
る
団
体
で
あ
る
こ
と

●
応 

募 

方 

法
　「
や
か
げ
音
楽
祭
出
演
団
体
応
募
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町
教
育

委
員
会
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
応
募
票
は
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
発
表
時
間
の
都
合
上
、
出
演
は
５
団
体
程
度
と
し
ま
す
。
応
募
多
数

の
場
合
は
、
主
催
者
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

●
募 

集 

期 

限
　
９
月
24
日
㈮
ま
で

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
　
生
涯
学
習
係
　
☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
と
災
害
時
支
援
に
関
す
る
協
定
締
結

　
７
月
16
日
、
町
は
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
株
式
会
社
と

災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る
２
つ
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
協
定
に
よ
り
、
町
は
地
震
な
ど
の
災
害
時
、
町

民
生
活
に
必
要
な
食
料
品
や
飲
料
水
の
ほ
か
、
毛
布
や
紙
お

む
つ
な
ど
の
生
活
必
需
品
の
供
給
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
同
社
が
展
開
す
る
「
マ
ル
ナ
カ
矢
掛
店
」
の

駐
車
場
を
一
時
避
難
場
所
と
す
る
こ
と
や
、
店
舗
に
お
い
て

水
道
水
、ト
イ
レ
等
の
提
供
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
総
務
防
災
課
　
危
機
防
災
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

「
わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
）」の
設
置
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
向
け
て
、
行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
発
信
で
き
る
、「
わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
）」
を
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
官
民
協
働
事
業
で
設
置
し
ま
す
。

●
町
内
団
体
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
を
通
じ
て
、
広
告
募
集
を
行
い
ま
す
。
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
官
民

協
働
事
業
の
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　《
広
告
募
集
の
流
れ
》

　
①
広
告
募
集
に
関
す
る
案
内
を
町
内
団
体
・
事
業
者
の
皆
さ

ん
へ
郵
送
。

　
②
お
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
事
業
所
を
優
先
に
訪
問
。
詳
細

な
説
明
を
実
施
。※

掲
載
枠
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
③
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
事
業
者
が
契
約
。

■問
総
務
防
災
課
　
秘
書
広
報
係
　
☎（
82
）１
０
１
０

　（
広
告
募
集
に
関
す
る
こ
と
）

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
山
陽
支
店
　
☎
０
８
４（
９
８
２
）５
５
５
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
４（
９
８
２
）５
５
５
８

山
田
地
区
家
庭
大
型
ご
み
収
集
を
実
施
し
ま
す

●
収
集
日
時
　
　
９
月
12
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
10
時

●
収
集
場
所
　
　
山
田
小
学
校
校
庭

●
収
集
す
る
も
の
（
30
㎝
以
上
か
ら
２
ｍ
以
下
の
不
燃
物
に
限
る
）

　
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
等
）、
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ

を
取
り
除
い
た
も
の
）、
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
不
燃
物

●
収
集
し
な
い
も
の

　
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電
６
品
目

　
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
消
火
器
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類
等
の
不
燃
物

■問
町
環
境
衛
生
協
議
会

　 

町
民
課
　
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

↑協定書を手にする浅田専務（左）と山野町長

10
年
感
謝
状

2令和３年８月号



妹 尾 　 茂 氏（本堀）

県
理
事

３
期
以
上
感
謝
状

Information
まちからの

お知らせ

納
め
忘
れ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

町
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
が
安
心
・
便
利
！

　
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
や
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
指
定
の
預
（
貯
）
金
口
座
か
ら
納
期
限
の
日
に
自
動
振
替
に
な
る

の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

　
町
税
や
保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　
登
録
を
希
望
す
る
通
帳
、
通
帳
印
を
持
参
の
上
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
記
入
し
、
ご
希
望
の

金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
金
融
機
関
の
町
内
各
支
店
お
よ
び
町
民
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

　
中
国
銀
行
・
広
島
銀
行
・
ト
マ
ト
銀
行
・
笠
岡
信
用
組
合
・
晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合
・

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
提
出
期
限
　

　
振
替
を
希
望
す
る
納
期
限
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、
１
か
月
半
前
ま
で
に
郵
便
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
　
資
産
税
係
・
住
民
税
係

　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
４
年
度
以
降
の
成
人
式
対
象
年
齢
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
に
改
正
さ
れ
る
民
法
に
よ
り
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の
成
人
式
に
つ
い
て
は
、「
現
行
と
同
じ
く
20
歳
を
対
象
」

と
し
、「
１
月
」
に
開
催
し
ま
す
。

●
20
歳
を
対
象
と
す
る
主
な
理
由

　
・
18
歳
の
場
合
、
多
く
の
人
が
受
験
や
就
職
活
動
と
重
な
り
、

出
席
が
難
し
く
な
る
た
め
。

　
・
20
歳
に
す
る
こ
と
で
、
対
象
者
が
集
ま
り
や
す
く
、
再
会
の

き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
再
確
認
す
る
場
と

な
る
た
め
。

　※

対
象
世
代
の
意
見
と
し
て
、
令
和
３
年
４
月
に
矢
掛
高
校
１

年
生
・
２
年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
67
％
の
生
徒
が
現

行
と
同
じ
20
歳
を
対
象
年
齢
と
す
る
こ
と
を
希
望
。
教
育
委

員
会
等
で
協
議
を
行
い
、
６
月
の
町
議
会
に
お
い
て
、
20
歳

を
対
象
年
齢
と
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
　
生
涯
学
習
係

　 

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り
後
、
申
し
込
み
を
行
い
、
選
択

し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
ご
利
用
金

額
の
25
％
分
の
ポ
イ
ン
ト
（
お
１
人
あ
た
り
最
大
５
，
０
０
０
円
分
）
が
も
ら
え
る
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
請
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
役
場
１
階
に

設
置
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
パ
ソ
コ
ン
）
で
も
申
請
可
能
で
す
。

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
者
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
人

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
期
間
　
令
和
３
年
９
月
末
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
物

　
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
・
申
請
機
器
（
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
）

　
・
利
用
者
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

　
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
可
能
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
（
電
子
マ
ネ
ー
、

　
　
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、 Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）

■問
町
民
課
　
窓
口
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
３
１

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
地
域
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
振
興
に
貢
献
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

15 

年 

表 

彰

10
年
感
謝
状

加 藤 明 子 氏（小田）↑協定書を手にする大和営業本部長（左）と山野町長

佐 藤 義 徳 氏（江良）

川田 貴美男 氏（矢掛）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
つ
い
て

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年
９
月
に
現
在
の
た
か
つ
ま
荘
内
か
ら
旧
川
面
幼
稚

園
に
移
転
し
ま
す
。
な
お
、
８
月
18
日
㈬
か
ら
８
月
31
日
㈫
ま
で
は
、
移
転
準
備
の
た
め
休
所

し
ま
す
。

■問
健
康
子
育
て
課
　
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

令
和
３
年
度
や
か
げ
音
楽
祭（
仮
称
）出
演
団
体
募
集

　
町
お
よ
び
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
音
楽
団
体
の
皆
さ
ん
の
演
奏
に
よ
り
、
心
を
つ
な
ぎ
、

交
流
を
深
め
る
音
楽
祭
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
出
演
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
祭
典
で
す
。

　
出
演
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
期
日
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
開
催
予
定
日
　
12
月
12
日
㈰
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
　
　
　
　

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
延
期
・
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
会
　
　
　
場
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

●
内
　
　
　
容
　
出
演
団
体
に
よ
る
演
奏
発
表
・
合
唱
発
表

●
募 

集 

要 

件
　
・
町
内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と ※

カ
ラ
オ
ケ
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　
・
生
音
に
よ
る
演
奏
で
あ
る
こ
と
（
合
唱
可
）

　
　
　
　
　
　
　
・
企
画
実
行
委
員
会
に
１
〜
２
名
程
度
出
席
で
き
る
団
体
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
・
前
日
準
備
・
当
日
運
営
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
で
き
る
団
体
で
あ
る
こ
と

●
応 

募 

方 

法
　「
や
か
げ
音
楽
祭
出
演
団
体
応
募
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町
教
育

委
員
会
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
応
募
票
は
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
発
表
時
間
の
都
合
上
、
出
演
は
５
団
体
程
度
と
し
ま
す
。
応
募
多
数

の
場
合
は
、
主
催
者
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

●
募 

集 

期 

限
　
９
月
24
日
㈮
ま
で

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
　
生
涯
学
習
係
　
☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
と
災
害
時
支
援
に
関
す
る
協
定
締
結

　
７
月
16
日
、
町
は
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
株
式
会
社
と

災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る
２
つ
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
協
定
に
よ
り
、
町
は
地
震
な
ど
の
災
害
時
、
町

民
生
活
に
必
要
な
食
料
品
や
飲
料
水
の
ほ
か
、
毛
布
や
紙
お

む
つ
な
ど
の
生
活
必
需
品
の
供
給
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
同
社
が
展
開
す
る
「
マ
ル
ナ
カ
矢
掛
店
」
の

駐
車
場
を
一
時
避
難
場
所
と
す
る
こ
と
や
、
店
舗
に
お
い
て

水
道
水
、ト
イ
レ
等
の
提
供
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
総
務
防
災
課
　
危
機
防
災
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

「
わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
）」の
設
置
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
向
け
て
、
行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
発
信
で
き
る
、「
わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ（
デ
ジ
タ
ル
案
内
板
）」
を
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
官
民
協
働
事
業
で
設
置
し
ま
す
。

●
町
内
団
体
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
を
通
じ
て
、
広
告
募
集
を
行
い
ま
す
。
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
官
民

協
働
事
業
の
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　《
広
告
募
集
の
流
れ
》

　
①
広
告
募
集
に
関
す
る
案
内
を
町
内
団
体
・
事
業
者
の
皆
さ

ん
へ
郵
送
。

　
②
お
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
事
業
所
を
優
先
に
訪
問
。
詳
細

な
説
明
を
実
施
。※

掲
載
枠
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
③
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
事
業
者
が
契
約
。

■問
総
務
防
災
課
　
秘
書
広
報
係
　
☎（
82
）１
０
１
０

　（
広
告
募
集
に
関
す
る
こ
と
）

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
山
陽
支
店
　
☎
０
８
４（
９
８
２
）５
５
５
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
４（
９
８
２
）５
５
５
８

山
田
地
区
家
庭
大
型
ご
み
収
集
を
実
施
し
ま
す

●
収
集
日
時
　
　
９
月
12
日
㈰
　
午
前
８
時
〜
10
時

●
収
集
場
所
　
　
山
田
小
学
校
校
庭

●
収
集
す
る
も
の
（
30
㎝
以
上
か
ら
２
ｍ
以
下
の
不
燃
物
に
限
る
）

　
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
等
）、
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ

を
取
り
除
い
た
も
の
）、
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
不
燃
物

●
収
集
し
な
い
も
の

　
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電
６
品
目

　
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
消
火
器
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類
等
の
不
燃
物

■問
町
環
境
衛
生
協
議
会

　 

町
民
課
　
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

↑協定書を手にする浅田専務（左）と山野町長

10
年
感
謝
状

3 令和３年８月号



新型コロナウイルス関連情報

～夏を乗り切る！３つの岡山ルール～ 【町民の皆さんへのお願い】

引き続き

３密回避を

感染拡大地域との
往来は避け、移動
後２週間は体調
管理に気を付けて

ワクチン接種後も
１枚のマスクが
あなたとあなたの
大切な人を守る

○感染対策不十分な飲食店等の利用自粛
○会食は大人数を避けて、２時間程度に
○�少しでも症状がある場合は、発熱がな
くとも、通勤、通学、外出等を止める
○新しい生活様式の実践の徹底

町長メッセージ　町民の皆さんへ
　町民の皆様には、新型コロナワクチンの円滑な接種に関して、ご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。
　現在の発症者の年齢状況は、ワクチン接種済高齢者は非常に少なく、効果は実績済みです。リスク面にお
いては実施するリスクより、実施しないリスクの方が大きいと言われています。
　矢掛町のワクチン接種は順調に進んでいます。特別な事情のない人は、できるだけ実施していただきたい
と思います。本人はもちろんのこと、家族、職場、地域とも影響があり、社会的貢献という意味からもご理
解いただければと思います。
　現在、デルタ株の影響により、全国でも岡山県でも感染者が急増しています。
　命を守る行動をよろしくお願いします。　

矢掛町長　山 野 通 彦　

町ワクチン接種進捗状況

◦高齢者の84.68％が２回接種完了！（７月末時点・VRS実績）
◦全対象者の接種率見込　75％（９月末）
　高齢者の接種実績は、対象者の88.27％が１回目を接種し、84.68％が２回目を完了しています。また、高齢者
以外の人では、60.39％が１回目を接種、29.00％が２回目を完了している状況です（８月5日9時時点・VRS）。
　町内医療機関の協力を得て個別接種でワクチン接種を進めていますが、現在の予約状況からの想定では、９月
末時点で矢掛町全対象者の接種率は75％となる見込みです。

集団接種会場の閉場について
　５月17日から新型コロナワクチン集団接種会場（町農村環境改善センター多目的ホール）を運営してきました
が、７月末をもって１回目接種予約を終了し、８月22日で閉場することになりました。町民の皆さんには、円滑
な接種にご協力いただきありがとうございました。
　今後、接種を希望される人は、かかりつけ医や町内医療機関、県内医療機関でも個別接種が可能ですので、事
前にご予約の上、接種してください。

新型コロナウイルス感染拡大防止のお願い
　全国的に新型コロナウイルス感染者が急増しており、国が緊急事態宣言の期間延長と対象地域を拡
大したことを受けて、岡山県は感染力が強いインド由来の変異株（デルタ株）への置き換わりが進ん
でいるとして、８月４日から31日を「岡山県デルタ株特別警戒期間」と設定しました。
　町においても、感染者が確認される日もあり、油断できない状況となっています。町民の皆さんには、
感染拡大防止にご協力いただきますようお願いします。

WARNING WARNING WARNING WARNING WARNING WARNING WARNING

WARNINGWARNINGWARNINGWARNINGWARNINGWARNINGWARNINGW
AR
NI
NG

W
AR
NI
NG

W
AR
NI
NG

W
AR
NI
NG

W
ARNING

W
ARNING

W
ARNING

W
ARNING

■問健康子育て課健康づくり係　�☎（82）1013　有線9630

4令和３年８月号



矢掛町職員募集矢掛町職員募集

職　　種 採用予定
人数 受　験　資　格

キラリ☆輝くまち！

試　　験　　日 申込受付期限

保　健　師

●昭和46年4月2日以降に
生まれた人
●保健師免許を取得している
人、または令和３年度末ま
でに取得する見込みの人

　【1次試験】筆記
　　10月17日㈰

　【2次試験】面接
11月下旬～12月予定

※1次試験合格者のみに通知

9月17日㈮ 必着若 干 名

●随時募集しています！

職　　種 募集人数

保　　育　　士 資　格：保育士資格または幼稚園教諭免許
勤務先：認定こども園、各保育園
資　格：不問
勤務先：町国民健康保険病院

１  名

看　護　助　手 ２  名

  会計年度任用職員
資　　格　　要　　件

•委託期間　契約日から令和４年３月31日まで（更新あり）
•募集人員　１人
•応募資格　患者さんの情報等についての守秘義務が守れる人、パソ

コンの簡単な操作ができる人
•仕事内容　受付事務・電話対応・支払対応（業務には、夜間におけ

る救急車や電話への対応が含まれます）
•給　　与　１回あたり：11,000円
•勤務時間　日直：午前８時30分～午後５時
　　　　　　宿直：午後５時～午前８時30分
　　　　　　月10回程度の勤務（土日祝日勤務あり） 
　　　　　　※勤務日数は応相談

■問総務防災課人事給与係　☎（82）1010　有線 0522

  一　般　事　務　職
●募集職種および試験等（令和４年４月１日採用予定）

病院事務職員

●昭和52年4月2日以降に
生まれた人
●学校教育法による高等学校
を卒業した人
●医療機関で医療事務の経験
が10年以上ある人

　筆記・面接
　　10月15日㈮ 9月24日㈮ 必着1　名

↑町ホームページは
　コチラから

矢掛町では、次のとおり矢掛町職員を募集します。
受験希望者は、指定様式の受験申込書に必要書類を添えて、
総務防災課へ申し込みください。

●提出方法　郵送または持参　※持参の場合の受付時間は、午前8時30分～午後 5時 15分（土日祝を除く）
●試験会場　矢掛町役場
●提出書類の入手方法
　▲矢掛町のホームページからダウンロード　 http://www.town.yakage.okayama.jp/
　▲郵便請求　封筒の表に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、120円切手を貼った
　　宛先明記の返信用封筒角 2号（Ａ4判）を同封して送付してください。

人　事　発　令
新規採用職員
令和３年８月１日付

矢掛病院　看護師
牟 田 崇 亮■問矢掛病院事務局庶務係　☎（82）1327

  矢掛病院当直事務員
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■問企画財政課財政係　☎（82）1057　有線0607

支　　払　　方　　法
事前にチャージしたPayPay残高で支払う場合

PayPayの支払方法としてクレジットカードを
登録してPayPayで決済する場合

PayPayあと払い（一括のみ）

ポイント還元
対　象
対　象

対象外

対　象

ヤフーカード
ヤフーカード以外の
クレジットカード

矢掛町×

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 1989（矢掛ビジターセンター問屋内）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

矢掛ビジターセンター問屋　貸室利用できます！矢掛ビジターセンター問屋　貸室利用できます！
　矢掛ビジターセンター問屋では矢掛町にお越しになる観光客の方
への観光案内を行っています。
　当施設には1階に通りにわの見える和室が2部屋、2階に会議室
が 1 部屋あります。これらは有料貸室として町民の皆さんも使用
できます。地域の会合や団体の会議等でご利用ください。
貸室の利用は事前に利用申請が必要です。貸室利用についてはやか
げDMOまでお問い合わせください。

※１階会議室は吹抜け部分の壁がないため、完全な密室にはなりません。
※１階和室は2部屋（約12畳）併せての利用となります。

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

第２弾第２弾第２弾第２弾

　町では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により影響を受けている地域経済の回復と町内の消費喚起、感
染症対策として推奨されているキャッシュレス決済の促進を目的とした「がんばれ矢掛町！最大25％戻ってくる
キャンペーン」を昨年度に引き続き PayPay 株式会社と連携して実施します。（これは、国の新型コロナ対応地方
創生臨時交付金を活用した事業です）

実　施　期　間　　9月１日㈬～30日㈭

キャンペーン内容　　キャンペーン期間中に、対象店舗においてPayPayで支払うと、決済金額の最大25％のPay
　　　　　　　　　　Payボーナスを後日付与します。
　　　　　　　　　　●１決済あたりの付与上限額【1,000円相当】
　　　　　　　　　　●キャンペーン期間中の付与合計上限【5,000円相当】
　　　　　　　　　　●キャンペーン対象

対　象　店　舗　 町内のPayPay加盟店で町が対象として指定する店舗等（対象店舗については、後日、
　　　　　　　　　　町ホームページに掲載します）
　　　　　　　　　　※今回は、スーパーやドラッグストアは対象外です。

がんばれ矢掛町！最大25％ 戻ってくるキャンペーンがんばれ矢掛町！最大25％ 戻ってくるキャンペーンがんばれ矢掛町！最大25％ 戻ってくるキャンペーン
Information

まちからの
お知らせ

施 設 名 施設利用料 空調設備利用料
和　室（１階）１時間につき　1,200円 １時間につき　300円

会議室（２階）１時間につき　1,200円 １時間につき　300円

１
階
　和
室

２
階
　会
議
室

愛育委員メモ ～感染予防を振り返って～
　今年度、愛育委員は例年の活動に加えて、「新型コロナウイルス感染症等の感染症予防に関する正しい知
識の普及活動の推進」に取り組んでいます。長期にわたり続いているコロナ禍での私たちの感染症予防対
策は、もしかすると、ゆるくなっているかもしれません。少し見直してみませんか？

①人との間隔
•２ｍ以上、間隔をとる。
•会話をするときは、対面ではなく、横並び。

②マスクの正しい着用
•鼻と口の両方を確実に覆う。
　ただし、暑い時期なので熱中症
　を防ぐため、感染症対策をした上
　で、マスクを外すことも考える。

③手洗い
•帰宅したときや咳・くしゃみの後、食事の
　前後など、こまめに
　手洗いうがいと手指
　消毒を徹底する。

　感染状況はなかなか落ち着きません。皆さ
ん一人一人が気を緩めることなく、徹底した
感染防止対策を続けていきましょう。

三谷地区愛育委員　安　藤　洋　子
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■問企画財政課財政係　☎（82）1057　有線0607

支　　払　　方　　法
事前にチャージしたPayPay残高で支払う場合

PayPayの支払方法としてクレジットカードを
登録してPayPayで決済する場合

PayPayあと払い（一括のみ）

ポイント還元
対　象
対　象

対象外

対　象

ヤフーカード
ヤフーカード以外の
クレジットカード

矢掛町×
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矢掛ビジターセンター問屋　貸室利用できます！矢掛ビジターセンター問屋　貸室利用できます！
　矢掛ビジターセンター問屋では矢掛町にお越しになる観光客の方
への観光案内を行っています。
　当施設には1階に通りにわの見える和室が2部屋、2階に会議室
が 1 部屋あります。これらは有料貸室として町民の皆さんも使用
できます。地域の会合や団体の会議等でご利用ください。
貸室の利用は事前に利用申請が必要です。貸室利用についてはやか
げDMOまでお問い合わせください。

※１階会議室は吹抜け部分の壁がないため、完全な密室にはなりません。
※１階和室は2部屋（約12畳）併せての利用となります。

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

第２弾第２弾第２弾第２弾

　町では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により影響を受けている地域経済の回復と町内の消費喚起、感
染症対策として推奨されているキャッシュレス決済の促進を目的とした「がんばれ矢掛町！最大25％戻ってくる
キャンペーン」を昨年度に引き続き PayPay 株式会社と連携して実施します。（これは、国の新型コロナ対応地方
創生臨時交付金を活用した事業です）

実　施　期　間　　9月１日㈬～30日㈭

キャンペーン内容　　キャンペーン期間中に、対象店舗においてPayPayで支払うと、決済金額の最大25％のPay
　　　　　　　　　　Payボーナスを後日付与します。
　　　　　　　　　　●１決済あたりの付与上限額【1,000円相当】
　　　　　　　　　　●キャンペーン期間中の付与合計上限【5,000円相当】
　　　　　　　　　　●キャンペーン対象

対　象　店　舗　 町内のPayPay加盟店で町が対象として指定する店舗等（対象店舗については、後日、
　　　　　　　　　　町ホームページに掲載します）
　　　　　　　　　　※今回は、スーパーやドラッグストアは対象外です。

がんばれ矢掛町！最大25％ 戻ってくるキャンペーンがんばれ矢掛町！最大25％ 戻ってくるキャンペーンがんばれ矢掛町！最大25％ 戻ってくるキャンペーン
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愛育委員メモ ～感染予防を振り返って～
　今年度、愛育委員は例年の活動に加えて、「新型コロナウイルス感染症等の感染症予防に関する正しい知
識の普及活動の推進」に取り組んでいます。長期にわたり続いているコロナ禍での私たちの感染症予防対
策は、もしかすると、ゆるくなっているかもしれません。少し見直してみませんか？

①人との間隔
•２ｍ以上、間隔をとる。
•会話をするときは、対面ではなく、横並び。

②マスクの正しい着用
•鼻と口の両方を確実に覆う。
　ただし、暑い時期なので熱中症
　を防ぐため、感染症対策をした上
　で、マスクを外すことも考える。

③手洗い
•帰宅したときや咳・くしゃみの後、食事の
　前後など、こまめに
　手洗いうがいと手指
　消毒を徹底する。

　感染状況はなかなか落ち着きません。皆さ
ん一人一人が気を緩めることなく、徹底した
感染防止対策を続けていきましょう。

三谷地区愛育委員　安　藤　洋　子

ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

　2020年の統計によると、日本の高齢者は3617万人で過去最多となり、総人口に占める割合も28.7%
で過去最高となりました。この割合は世界でも高い状況です。一人暮らしや夫婦のみの高齢者世帯が増
加する中、住み慣れた地域や家庭で安心して暮らせる生活を多くの人が望んでいます。身体的機能低下
や認知症状により、日常生活が困難な状態であっても、高齢者が尊厳をもって幸せに暮らすことができ
る社会の実現が求められています。

知っていますか？
⃝『高齢者の認知症や虐待』　家族や親族等の養護者や介護施設
職員等による高齢者の虐待が大きな問題となっています。
⃝『悪質商法』　高齢者の預金等、財産を狙った詐欺や悪徳業者
の被害が後を絶ちません。

私たちにできること
⃝『地域みんなで見守ろう』　
　高齢者の人は、知識や経験が豊富で、それはとても尊いものであり、未来につながる多くのヒントが
あります。人生の先輩として尊敬し、積極的に交流をしましょう。
　町では、医療・介護・介護予防・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの運営、
権利擁護制度の活用などで、高齢者の人権に配慮した自立支援に取り組んでいます。

高齢者の人権　―9月15日～21日　老人週間―
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　やかげDMOでは矢掛町の観光スポットや飲食店、物販店等の周遊を促進するためデジタルマップ「プラチ
ナマップ」を活用した『矢掛町ガイドマップ』を新たに導入し、情報発信を行っています。
　このマップでは観光スポットやお店の紹介、営業時間、定休日等の情報発信を行い、現在地からの経路も
表示可能となっています。町民の方もご活用いただくとともに、ご家族や知人 ·友人の方へもご紹介いただき、
矢掛町の観光スポットやお店を巡ってみてはいかがでしょうか。今後、「プレミアム付飲食券」の使用可能店
舗情報等もこのマップに掲載予定です。
　「矢掛町ガイドマップ」に掲載を希望され
る施設・事業者の方はやかげDMOまでご
連絡ください。

「矢掛町ガイドマップ」
https://platinumaps.jp/d/yakagemap

こんなとき、行方不明者の情報提供のメールに顔写真も送信できれば、行方不明者
に気づいてくれる人が増えます！

高齢者の行方不明に備えましょう！高齢者の行方不明に備えましょう！

例

■問福祉介護課地域包括支援センター
　☎（82）1026　有線0572

備えあれば
憂いなし！
備えあれば
憂いなし！
備えあれば
憂いなし！
備えあれば
憂いなし！
備えあれば
憂いなし！

　高齢者の認知症による徘徊などで帰り道が分からなく
なり、行方不明になることが問題となっています。
　情報配信メールなどから、行方不明者の情報提供に関
する通知が送られてくることがありますが、その人を知
らない人が、どこかですれ違っていたとしても、気づく
ことは難しいです。
　今月号では、「矢掛町行方不明者情報提供依頼メール」
について紹介します。

　認知症の有無にかかわらず、高齢者が行方不明
になったときに、顔写真付きの情報提供メールを
配信することで、早期発見に役立てる仕組みです。
　行方不明者は75歳から85歳の年齢に多く、家
族だけで発見することは困難です。できるだけ多
くの人に的確な情報提供を依頼するために事前登
録をお勧めします。詳しくは、下記までお問い合
わせください。

Part2

令和３年度矢掛町認知症介護者の会「きんもくせい」について

　「同じことを何度も聞いてくる」、「言うことが伝わらない」、そんな状況にイライラして
しまうことはありませんか？
　介護している人の中には、認知症の人への声のかけ方や接し方に悩む人が多くいます。
　自分の声のかけ方、接し方が、介護される側からどう見えて、どう感じるのか体験して
みませんか？「きんもくせい」では、今年度ＶＲ（仮想現実）システムを使った研修会を企
画しました。研修会をきっかけに、認知症という病気の見方が変わるかもしれません。認
知症介護に悩みを抱えている人は、ぜひ、この機会をご活用ください。

●と　き　11月８日㈪　午後１時30分～３時30分
●ところ　役場３階　大会議室
●人　数　15人（現在、認知症の人を介護している人）
　　　　　※ＶＲ機器の数の都合上、申込者多数の場合、抽選をします。15人に選ばれた
　　　　　人には、後日、参加証をお送りします。
●内　容　「やすおじいちゃん物語」
　　　　　ＶＲシステムを使い、認知症の人の気持ちを体感します。
　　　　　※グループワークがあります。
●申込先　福祉介護課地域包括支援センター　☎（82）1026　有線 0572
●締切日　９月30日㈭

■問福祉介護課地域包括支援センター　☎（82）1026　有線0572

○月○日、矢掛地
区の矢掛花子さん
85 歳女性が行方
不明になりました。
見かけた方や情報
をお持ちの方はご
連絡ください。

85歳の女性と言われて
も、知らない人だと顔
もわからない。
違っていたらいけない
から何もできない…

写真（上半身）ふりがな
氏　　名
性　　別
生年月日
住　　所
身　　長
体　　型
髪　　型

身体的特徴

やかげ　はなこ
矢掛　花子
女
昭和11年 4月 2日（85歳）
矢掛町矢掛
155㎝程度
普通
白髪
押し車を使って歩いていま
す。自分の名前は言えませ
ん。

矢掛町行方不明者情報提供依頼メール（例）
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同じことを何回も話したり、たずねたりする
出来事の前後関係が分からなくなった
服装など身の回りに無頓着になった
水道の蛇口やドアの閉め忘れ、後片付けができなくなった
同時に2つの作業を行うと1つを忘れる
薬の管理や、適切な内服ができなくなった
以前は出来ていた家事や作業が手間取るようになった
計画をたてれなくなった
複雑な話を理解できない
興味が薄れ、意欲がなくなり、趣味活動などをやめてしまった

チ  ェ  ッ  ク  項  目
次の質問で当てはまるものにチェックしてみましょう！

9月の健康カレンダー

Health  Calendar　SeptemberHealth  Calendar　September

19日㈰
20日㈪/㈷

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１０５０小　塚　医　院
23日㈭/㈷ ☎(82)３０７０おぐら整形外科

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
12日㈰ ☎(84)０００１あゆみクリニック

休日当番医

  5日㈰ ☎(82)１３２１水 川 内 科 医 院
と　　き 病　　　院　　　名

26日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

受付：午後０時３０分～（３部制）
会場：農村環境改善センター  1日㈬ 1歳6か月児健康診査

時間・会場と　き 内　　　容

15日㈬ 受付：午前９時～１０時
会場：老人福祉センター 育児相談

あなたの物忘れは大丈夫？  －認知症に関する相談はお早めにー

健康・子育て・こころ

福祉介護課地域包括支援センター
　 ☎（82）1026　有線0572
問

30日㈭ 受付：午前９時１０分～９時３０分
会場：老人福祉センター

すこやか育児学級
対象：4～6か月児

　「年をとったからこんなものだ」、「本人が病院や介護施設に行きたがらないから仕方ない」と言っている間に、
数年が経過し、本人や家族、近所の人が困るようになってはじめて認知症について相談する人が多くいます。
そのときには、トラブルに疲労困憊し、近所の人との関係が崩壊しかけていることも少
なくありません。
　「もっと早く相談すればよかった」、「もっと早く病院に行けば良かった」と後悔する
前に早めにご相談ください。
　町では、認知症初期集中支援チームを発足しており、介護保険サービスの利用や病院
受診に向けたお手伝いをしています。

早期受診のメリット

認知症の原因となる病気はさまざまですが、早期に発見して適切な
治療をはじめることで改善が期待できるものがあります。

①治療で改善が期待できる

病状が悪化する前に適切な治療やサポー
トをすることで、今の状態を維持し進行
のスピードを遅らせることができる場合
があります。

②今の状態を維持できる

本人や家族が話し合って治療方針を決め
たり、利用できるサービスを調べたりし
て、認知症とともに生きる準備を本人も
家族も整えることができます。

③事前に準備ができる

　3項目以上にチェックが付いたら、
認知症の疑いがあります。
　かかりつけ医または町地域包括支
援センターにご相談ください。

認知症
サポート医

保健師 介護
支援専門員

私たち、
認知症初期集中支援
チームにご相談
ください！

9 令和３年８月号
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まちのわだい

矢掛の食材でイタリアを応援！
　イタリアのアルベルゴ・ディフーゾ協会から日本で唯一の公式認定（分散型ホテル）を受けている矢掛町は、
イタリアのホストタウンとしても登録されています。そのホストタウン事業の一環として、埼玉県所沢市で合宿
を行うイタリアオリンピック選手団に矢掛町自慢の食材を提供し、「食」を通じて応援をしました。ズッキーニや
アスパラガスなどのイタリア料理に欠かせない食材が特産品である矢掛町ならではの取り組みです。
　水泳や陸上、レスリングなどの選手・スタッフ約 250 名に、おもてなし食材として約400㎏の野菜を応援の気
持ちを込めて提供しました。提供された食材は、日々の食事のほかに「矢掛メニューデー」が設けられ特別メニ
ューとして提供されました。矢掛町の野菜のおいしさを十分に引き出したクレマやリゾットなどを食べた選手か
らは「矢掛の野菜は本当においしい」、「クレマはすごく美味しい。選手たちもみんな気に入っている」など絶賛
されました。
　7 月13日には、町内の小中学校で、イタリア代表選手に提供したものと同じ料理を給食に採用。児童や生徒は
特別メニューを味わいました。
　矢掛小学校 6 年生の田尻弥佑さんは「矢掛町とイタリアとの関係を知れた。この食材はイタリア選手の活躍を
後押ししてくれる」と話しました。

おもてなしの町の　おもてなし食材

↑東京五輪イタリア代表選手と同じ料理
を味わう矢掛小学校の児童

↑矢掛の食材を堪能するイタリア選手団。
ジャンマルコ・タンベリ選手（左手前）は
男子走り高跳びで金メダルを獲得

↑矢掛町オリジナルイタリア料理「ズッキ
ーニのクレマ」。提供されたメニューのレ
シピは町ホームページやクックパッドにも
掲載しています。

　7 月 27 日、今年 3 月に開業した道の駅「山陽道やかげ宿」が来場者数 10 万人を突破し、記念イベントを開
催しました。
　10 万人目の来場者となったのは、倉敷市から観光に訪れた山崎真奈さんの長男、颯也ちゃん。山野町長から「10
万人認定証」のほか、駅舎のデザインを担当した工業デザイナー水戸岡鋭治氏のサイン入り書籍や町の特産品が
贈られました。山陽道やかげ宿を訪れたのは 2 回目という山崎さんは「道の駅と町並みの雰囲気が良かったので、
友人とまた来ました。まさか、10 万人の節目になるとは驚きと喜びでいっぱいです」と話しました。
　道の駅の平均来場者数は平日が 400 ～ 500 人、土・日曜、祝日が約 1300人。さらに今年のゴールデンウィ
ーク（4 月 29 日～ 5 月 5 日）には、約 13,000人が訪れました。

道の駅「山陽道やかげ宿」が来場者 10万人を達成！
開業から４か月

↑道の駅「山陽道やかげ宿」来場者 10万人目となった山崎颯也ちゃんと記念撮影する山野町長ら
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全国大会出場生徒を激励
高松チャレンジゲームスⅡ（7/
31 ～ 8/2 香川県、ソフトボ
ール）に出場。
小田小学校 6 年生 髙

たかやま

山心
みず

希
き

さん（小田）

高円宮賜杯第 41 回全日本学
童軟式野球大会マクドナルド
トーナメント（8/16 ～ 8/22 
新潟県）、第 33 回しまなみ
学童軟式野球大会（8/21 ～
8/24 愛媛県）に出場。

第 44 回全国 JOC ジュニア
オリンピックカップ夏季水泳
競技大会（8/22 ～ 8/26 大
阪府）に出場。
美川小学校５年生 平

ひら

井
い

良
よ し ひ さ

尚
さん（下高末）

福嶋学園からお茶を寄贈していただきました
7 月 27 日、学校法人 福嶋学
園（福嶋裕美子 理事長）から、
医療従事者を応援しようと緑
茶（ドルフィンティー・200ml
紙パック）1000 本を寄贈い
ただきました。

↑危険個所を書き込む参加者

美川地区で「個別避難計画」の作成をスタート
　7 月 17 日、美川小学校体育館で個別避難計画策定
に向けた「 第 1 回部会」が開催されました。
　この計画は、災害時、迅速かつ安全に避難するため、
避難行動要支援者一人一人を誰が支援するかあらかじ
め定めておくもの。この日、自治会や自主防災組織、
消防団、民生委員・児童委員などから約 50 人が参加。
アドバイザーを務める川上富雄氏（駒澤大学教授）ら
の講話やワークショップが行われました。参加者は、
地図に起こりうる災害を書きだし、危険区域に色付け
するなど、美川の防災について考え、発表しました。
　今後は、誰がどのように避難するかなど、個別に具
体的な計画を作成する予定。
　県のモデル事業として、専門家のアドバイスを受け
ながら、令和３年度内の完成を目指します。

7地区で避難所開設訓練を開催
　7月21日、 衛星安否確認サービス（通称「Q-ANPI」）
を活用した避難所開設訓練を町役場、町内 7 小学校
体育館で実施しました。
　Q-ANPI とは、災害時に避難所の情報を衛星「みち
びき」経由で災害対策本部に送信し、通信インフラが
断絶された場合も、安否情報などを収集する手段とし
て利用できます。
　参加者はシステムの使用方法や操作を確認。氏名や
生年月日、怪我・介護・障がいの有無などを入力し、
避難者の状況や様子を対策本部へ伝達することに成功
しました。
　防災士の宮本優主さんは「緊急時、頼りになるシス

衛星安否確認サービス（Q-ANPI）を活用

↑安否情報を入力する参加者

中国大会出場生徒を激励
第 55 回中国中学校水泳競技
選手権大会（8/6 ～ 8/7 山
口県）に出場。
矢掛中学校 2 年生 平

ひら

井
い

友
ゆ あ

彩
さん（下高末）

令和 3 年度中国五県珠算選手
権大会（8/18　山口県）に
出場。

（左から）矢掛小学校 6 年生 
武
た け も と

本芽
め い

依さん（東川面）、矢
掛中学校 3 年生 鳥

と り ご え ゆ う

越悠汰
た

さ
ん（矢掛）

テムなので、多
くの人に知って
もらいたい」と
話しました。
　機材は各地区
小 学 校 に 収 納
し、今後も年に
１回の訓練実施
を予定していま
す。

（左から）矢掛小学校４年生 森
もり

下
したしょうせい

翔晟さん（矢掛）、同小５
年生 阿

あ べ

邉昊
こうすけ

祐さん（小林）、小田小学校６年生 妹
せの

尾
お れ お

怜歩さん
（小田）、山田小学校６年生 笠

かさはら

原咲
さ

介
すけ

さん（中）
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図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　今年の梅雨は長く、大雨も降りました。梅雨明け後は、
一気に暑くなりましたね。

　7月 17日㈯には今年度1回目の「えいごであそぼう」を行いました。楽しみにしてい
た親子が集まり、楽しいひと時を過ごしました。図書館では、子どもたち向けに夏休みの
土曜日を中心にイベントを行っています。図書館に来てくれる親子が増えて、うれしく思
います。新しい図書やDVDも取り揃え、特設の展示でおすすめの本も揃えています。図
書館で本やDVDを借りて、暑い夏もゆったりと過ごしていただきたいと思います。

カウンターからの情景

図書館のイベント

おはなしらんど SP
◆と　き　８月28日（土）　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

＊今後の社会情勢により中止等になる場合がありま
すのでHPやチラシ等でご確認ください。

えいごであそぼう
◆と　き　９月18日（土）　午前11時〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲー

ムなど
＊先生の都合等により日時が変更になる場合が
ありますのでＨＰやチラシ等でご確認ください。

見て・聞いて・楽しむ　布えほん読み聞かせ会
◆と　き　８月21日（土）　午前11時〜　　◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�グループもぐらさん作成の布えほんの司書による読み聞かせ。　作品：「うらしまたろう」
　　　　　入場は無料ですのでぜひ、ご参加ください。参加される人はマスクの着用をお願いします。

郷土にゆかりのある本

＊日にちが決まり次第、ホームページやチラシ等でお知らせします。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

「 伝統的建造物群保存地区　歴史の町並 」　全国伝統的建造物群保存地区協議会／発行
“矢掛町矢掛宿”が掲載されています。ぜひ、ご覧ください。

みんな集まれ！

9月の図書館カレンダー

26 27 28

日

6 7 8
1

109
2 3

11
4

12
5
13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25
29 30

火水木金土月

は休館日8月の休館日
　23日（月）・30日（月）

　 収蔵品展「錦秋の季節に」　　10 月3日（日）まで
収蔵品展「錦秋の季節に」では、書家・
田中塊堂、洋画家・佐藤一章のほか、
矢掛にゆかりのある作家の秋にちな
んだ作品を展示します。まだまだ暑
い日が続きますが、美術館で秋を先
取りしてみてはいかがでしょうか。

町民ギャラリー

◆高梁川流域 高校生絵画展　　　　　　　��8月12日（木）〜22日（日）
◆道の駅山陽道やかげ宿オープン記念　町並みフォトコンテスト写真展　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　��8月26日（木）〜9月5日（日）
◆矢掛・井原洋画教室合同展　　　　　　 ��9月���7日（火）〜12日（日）
◆ＭＯＡ矢掛児童作品展　　　　　　　　 ��9月18日（土）〜26日（日）

＊鑑賞無料

次回展覧会の予告
　特別展「与

あたえ

勇
ゆう

輝
き

展 ～昭和の面影～」　10月９日（土）～11月14日（日）

佐藤一章「岡山山村」昭和29年（1954） 田中塊堂「磐梯」昭和47年（1972）
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 　 あ    べ そう  ま

阿部颯馬くん（里山田）
（R2 年８月28 日生まれ）
お兄ちゃんと仲良く元気でい
てください。

      お がわ み さと

小川美聡ちゃん（小林）
（R2 年 8 月24 日生まれ）
お兄ちゃんと仲良く、元気に
大きくなってね

    ひろ せ まどか

広瀬円花ちゃん（小林）
（R2 年 8 月14 日生まれ）
ねえねと仲良く、元気いっぱ
い大きくなあれ！

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
〔第62回　ナズナ〕
　ナズナは里地・
里山の農地に適応
している植物で、
畑や畔道でよく見
掛けます。
　三角形の実を下
に引いてぶらぶら
させ、茎をくるく
る回してパラパラ
と音を出して遊び
ます。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

★ 対 象 者★　町内在住で令和
２年 9 月生まれのお子さん
★応募期限★
　令和３年8月31日（火）必着
★応募方法★　写真に①住所②
氏名（ふりがな）③性別④生年月
日⑤電話番号⑥20字程度のメッ
セージを添えてご応募ください。
★ 応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

ナズナ
（下から順に開花）

実を下に引く

茎を回す

13 令和３年８月号



information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

健康子育て課
☎（

（

８２）１０１３
福祉介護課

☎ ８２）１０２６
産業観光課

☎（８２）１０１６
建　設　課

☎（８２）１０１４
上下水道課

☎

（８２）０１７３
議会事務局

☎（８２）１１１９
教育委員会

　

教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,837 人（－13） 
　男　     6,647 人（－  8） 
　女　     7,190 人（－  5）
世帯数　  5,478世帯（－5）

令和３年８月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

相

　
　談

陸
海
空
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
各
試
験
日
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁

地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

令
和
４
年
矢
掛
町
成
人
式

お
よ
び
実
行
委
員
募
集

≪
成
人
式
≫

◦
と
　
き
　
令
和
４
年
１
月
９
日
㈰

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

◦
対
　
象
　
平
成
13
年
４
月
２
日
～

同
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
町
内
在

住
者
ま
た
は
矢
掛
町
出
身
者

※
町
内
在
住
の
新
成
人
に
は
、
個
別

に
案
内
し
ま
す
。

※
町
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

で
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
、
町
教

育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

≪
成
人
式
実
行
委
員
募
集
≫

◦
内
　
容
　
成
人
式
・
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
の
企
画
と
運
営

◦
対
象
者
　
平
成
13
年
４
月
２
日
～

同
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
町
内
在

住
者
ま
た
は
矢
掛
町
出
身
者

◦
募
集
期
限
　
９
月
15
日
㈬

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

第
５
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣

文
学
賞
　
応
募
締
切
迫
る

◦
募
集
部
門
　
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
、
随
筆
・
童
話
（
18
歳
以
下
の

部
は
作
文
）、
自
由
（
題
指
定
「
１

０
０
年
後
に
伝
え
た
い
矢
掛
町
」
原

稿
用
紙
２
枚
以
内
　
形
式
自
由
）

※
各
部
門
に
お
い
て
「
一
般
の
部
」

と
「
18
歳
以
下
の
部
」
に
分
け
て
選

考◦
応
募
資
格
　
町
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
人
、
矢
掛
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人

◦
表
　
　
彰
　
部
門
ご
と
に
入
選
１

人
、
佳
作
若
干
名
（
入
選
・
佳
作
者

に
は
賞
状
と
賞
品
を
贈
呈
）

◦
応
募
締
切
　
８
月
31
日
㈫
　
当
日

消
印
有
効

※
持
参
の
場
合
は
午
後
５
時
ま
で

◦
発
　
　
表
　
12
月
中
旬

◦
応
募
先
　
〒
７
１
４
︱
１
２
０
１
　
矢

掛
町
矢
掛
２
６
７
７
︱
１
　
矢
掛
町

教
育
委
員
会
　
教
育
課
（
や
か
げ
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
応
募
用
紙
は
、
や
か
げ

文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

■問
町
教
育
委
員
会
教
育
課

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　
き
　
８
月
27
日
㈮
、
９
月
10

日
㈮
、
24
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

募

　
　集

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）

募集種目 受験資格（男女問わず） 受　付　期　間

航 空 学 生 18歳以上23歳未満
（空自については21歳未満） 7月1日㈭〜9月9日㈭

一 般 曹 候 補 生
18歳以上33歳未満

7月1日㈭〜9月6日㈪
自 衛 官 候 補 生 年間を通じて実施
防衛大学校学生（一般）

18歳以上21歳未満
7月1日㈭〜10月27日㈬

防衛医科大学校（医学科学生） 7月1日㈭〜10月13日㈬
防衛医科大学校（看護学生） 7月1日㈭〜10月6 日㈬

　

14令和３年８月号



information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

健康子育て課
☎（

（

８２）１０１３
福祉介護課

☎ ８２）１０２６
産業観光課

☎（８２）１０１６
建　設　課

☎（８２）１０１４
上下水道課

☎

（８２）０１７３
議会事務局

☎（８２）１１１９
教育委員会

　

教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,837 人（－13） 
　男　     6,647 人（－  8） 
　女　     7,190 人（－  5）
世帯数　  5,478世帯（－5）

令和３年８月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
そ
の
他
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

こ
こ
ろ
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

9
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

　
毎
年
全
国
で
は
約
2
万
人
が
自
ら

大
切
な
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

仕
事
や
生
活
が
不
安
定
に
な
り
精
神

的
に
追
い
込
ま
れ
る
人
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
や
周
り
の
人
の

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

〈
自
分
が
で
き
る
こ
と
〉

◦
睡
眠
や
休
養
を
と
り
、
心
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ス
ト
レ
ス
の
発
散
方
法
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

〈
身
近
な
人
に
で
き
る
こ
と
〉

◦
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
た

ら
声
を
か
け
る

◦
相
手
の
話
を
聴
く

■問
健
康
子
育
て
課
保
健
業
務
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
９
月
15
日
㈬
　
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
正
午
か
ら
午
後
１

時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
９
月
１
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き
　
９
月
17
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、結

婚
問
題
、悪
徳
商
法
、多
重
債
務
な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　
き
　
９
月
１
日
㈬
、８
日
㈬
、

15
日
㈬
、
22
日
㈬
、
29
日
㈬
　
午

前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

◦
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

こ
こ
ろ
の
相
談
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
気
分
が
落
ち
込
む
、
眠
れ
な
い
、
仕

事
の
ス
ト
レ
ス
、
職
場
や
学
校
な
ど
の

人
間
関
係
の
悩
み
、
ひ
き
こ
も
り
や
思

春
期
に
関
す
る
問
題
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
健
康
問
題
等
に
つ
い
て
、
専
門
医

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
本
人
、
家

族
、
そ
の
他
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
程
と
会
場
を
選
び
、
左
記
へ
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
精
神
保
健
相
談

問
備
中
保
健
所
井
笠
支
所
保
健
対
策
班

☎
０
８
６
５
（
６
９
）
１
６
７
５

「
見
え
に
く
さ
」
の
あ
る
人
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
岡
山
県
立
岡
山
盲
学
校

視
覚
障
害
児
・
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
見
え

に
く
さ
（
視
覚
障
害
）
の

あ
る
人
と
家
族
、
支
援
者

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
　
①
見
え
に
く
さ

の
あ
る
子
ど
も
と
保
護
者

　
　
　
　
②
１
８
歳
以
上

で
、
病
気
や
け
が
な
ど
が

原
因
で
見
え
に
く
く
な
り
、

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
49
歳
の
皆
さ
ん
の

「
働
き
出
す
力
」
を
多
様
な
支
援
に

よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　
き
　
９
月
8
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

「
見
え
に
く
さ
」の
あ
る
人

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
岡
山
県
立
岡
山
盲
学
校
視
覚
障
害

児
・
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

見
え
に
く
さ
（
視
覚
障
害
）
の
あ
る

人
と
家
族
、
支
援
者
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◦
対
　
象
　

①
見
え
に
く
さ
の
あ
る
子
ど
も
と
保

護
者

②
18
歳
以
上
で
、
病
気
や
け
が
な
ど

が
原
因
で
見
え
に
く
く
な
り
、
困
っ

て
い
る
人
と
家
族

◦
相
談
方
法
　
お
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
他
の
支

援
機
関
に
お
つ
な
ぎ
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
　
岡
山
盲
学
校
視

覚
障
害
児
・
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
※
土
日
・

祝
日
を
除
く
　
☎
０
８
６（
２
７
２
）

３
１
６
５
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６（
２
７

２
）１
８
５
３

■問
福
祉
介
護
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
２
６
　
有
線
０
５
８
１

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
共
通
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
共
通
試
験
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

◦
と
　
き
　
12
月
５
日
㈰

◦
と
こ
ろ
　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◦
受
験
資
格
　
試
験
日
に
満
20
歳
以

上
で
、
排
水
設
備
関
係
の
設
計
・
施

工
等
の
一
定
の
実
務
経
験
も
し
く
は
、

お
知
ら
せ

相 談 窓 口 連　絡　先 備　　　　　考

こころの健康相談
統 一 ダ イ ヤ ル 0570（064）556

㈪〜㈮※祝日・年末年始を除く
午前 9時30分〜正午、午後 1時〜
4時、午後 6時30分〜10時30分（受
付：午後10時まで）

岡山いのちの電話
086（245）4343 24時間対応

0120（783）556 毎月10日（午前8時〜翌日午前8時）

よりそいホットライン 0120（279）338 24時間対応

15 令和３年８月号



を
学
び
、
質
の
良
い
商
品
の
提
供
を

可
能
と
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
研

修
会
を
行
い
ま
す
。

◦
対
　
象
　
６
次
産
業
化
を
目
指
す

農
業
者
な
ど
　
※
各
回
10
名
程
度

◦
募
集
期
間
　
９
月
１
日
㈬
～
22
日

㈬◦
講
座
の
開
催
時
期
と
内
容

【
１
回
目
】

◦
と
　
き
　
10
月
６
日
㈬
　
午
後
１

時
～
４
時

◦
と
こ
ろ
　
井
笠
地
域
事
務
所
（
笠

岡
市
六
番
町
２
︱
５
）

◦
内
　
容
　
実
践
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
計

画
書
の
作
成
に
つ
い
て
」

【
２
回
目
】

◦
と
　
き
　
10
月
13
日
㈬
　
午
後
１

時
～
４
時

◦
と
こ
ろ
　
葡
萄
浪
漫
館
　
加
工
室

（
井
原
市
青
野
町
３
５
３
５
︱
３
）

◦
内
　
容
　
実
習
「
ピ
ク
ル
ス
加
工

と
ビ
ン
詰
め
の
殺
菌
方
法
に
つ
い
て
」

【
３
回
目
】

◦
と
　
き
　
10
月
20
日
㈬
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

◦
と
こ
ろ
　
井
笠
地
域
事
務
所
（
笠

岡
市
六
番
町
２
︱
５
）

◦
内
　
容
　
講
義
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

た
顧
客
獲
得
に
つ
い
て
」

◦
参
加
費
　
実
費
（
２
回
目
の
み
５

０
０
円
程
度
：
実
習
材
料
）

◦
申
込
方
法
　
次
の
事
項
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
①
氏

名
　
②
住
所
　
③
年
齢
　
④
農
業
経

営
状
況
　
⑤
電
話
番
号
　
⑥「
６
次

産
業
化
し
た
い
内
容
」
ま
た
は
「
６

次
産
業
化
し
て
い
る
内
容
」　
⑦
取

得
し
て
い
る
営
業
許
可

◦
申
込
締
切
　
９
月
22
日
㈬

■問
備
南
広
域
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ

ー
革
新
農
業
推
進
室

☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
４
７

農
地
の
「
利
用
権

設
定
」
に
つ
い
て

　
利
用
権
設
定
と
は
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
農
地
の
貸

し
借
り
で
す
。
農
地
法
の
許
可
が
不

要
な
の
で
、
簡
単
な
手
続
き
で
農
地

の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
こ
の
設
定
を
年
２
回

（
６
月
と
12
月
）
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
は
３
年
・
６
年
・
10
年
の
中
か

ら
希
望
の
期
間
を
設
定
で
き
ま
す
。

　
期
間
満
了
の
際
に
は
、
町
か
ら
終

期
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
利
用
権

の
更
新
を
希
望
す
る
場
合
は
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
の
12
月
開
始
分
の
設
定
は
、

９
月
30
日
㈭
ま
で
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
観
光

課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６
　
有
線
０
５
５
２

「
全
国
一
斉
　
子
ど
も
の

た
め
の
養
育
費
相
談
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　
岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
は
、

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
共
催

で
、
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
養
育
費
で
お
悩
み

の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き
　
９
月
25
日
㈯
　
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦
電
話
番
号
　
０
１
２
０（
５
６
７
）

３
０
１
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・
予
約
不

要
。

■問
岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
担
当
）
中
田
大
輔

☎（
84
）０
０
０
８

篤
志
献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
篤
志
献
体
と
は
、
医
学
の
教
育
と

研
究
そ
し
て
後
世
の
社
会
と
人
間
育

成
の
た
め
に
、
自
ら
の
意
思
に
基
づ

い
て
死
後
の
自
分
の
体
を
無
利
益
・

無
報
酬
で
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
医

学
・
医
療
の
高
度
な
発
展
と
多
様
化

に
伴
い
、
大
学
に
お
け
る
医
学
教
育

と
研
究
に
お
け
る
篤
志
献
体
の
意
義

は
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
き
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
人
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問「
く
す
の
き
会
」（
川
崎
医
科
大
学

同
等
の
指
定
学
科
卒
業
等
に
該
当
す

る
人

◦
手
数
料
　
５
，
０
０
０
円

◦
申
込
方
法
　
８
月
25
日
㈬
か
ら
役

場
上
下
水
道
課
で
配
布
す
る
申
込
書

を
提
出

◦
受
付
期
間
　
９
月
６
日
㈪
～
９
月

17
日
㈮

■問
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０

町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
新
規
指
定

　
次
の
と
お
り
新
た
に
事
業
者
を
指

定
し
ま
し
た
。
給
水
装
置
工
事
の
際

に
は
、
必
ず
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

◦
事
業
者
名
　
ア
ス
ト
モ
ス
リ
テ
イ

リ
ン
グ
株
式
会
社
　
中
国
カ
ン
パ
ニ

ー
　
岡
山
支
店

◦
指
定
年
月
日
　
７
月
５
日
㈪

◦
所
在
地
　
岡
山
市

◦
電
話
番
号
　
０
８
６（
２
３
８
）５

０
０
０

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０

「
井
笠
地
域
６
次
産
業
化
研

修
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
知
識
や
技
術
の
習
得
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
６
次
産
業
化
に
関
す

る
知
識
の
習
得
や
食
品
加
工
の
基
礎

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（6月申請分）９月   ７日㈫ 健康子育て課

国民健康保険係
☎（82）1013
有線 0571高額療養費（7月申請分） ８月17日㈫

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（7月申請分）８月30日㈪

健康子育て課子育て支援係
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費（7月申請分）８月30日㈪ 福祉介護課福祉推進係
☎（82）1026  有線 0581

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
町県民税（２期）
国民健康保険税（３期）
介護保険料（３期）
後期高齢者医療保険料（１期）

８月31日㈫ ８月31日㈫

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田） ８月25日㈬ ８月31日㈫
※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。
※  4月1日からコンビニ収納・スマホ収納が始まっています。ご利用ください。

16令和３年８月号



◦犯罪・交通事故発生状況（令和３年 7月末現在）

事
務
部
庶
務
課
内
）

☎
０
８
６（
４
６
２
）１
１
１
１

調
停
相
談
会
の
開
催

　
笠
岡
調
停
協
会
が
、
次
の
と
お
り

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
９
月
10
日
㈮
　
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦
と
こ
ろ
　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
２
階

◦
相
談
員
　
笠
岡
調
停
協
会
所
属
の

調
停
委
員

◦
相
談
内
容
　
金
銭
関
係
、
不
動
産

関
係
、
交
通
事
故
関
係
、
夫
婦
関
係
、

相
続
関
係

　
紛
争
や
心
配
ご
と
に
関
す
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
何
で
も
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・
予
約
不

要■問
笠
岡
簡
易
裁
判
所

☎
０
８
６
５（
62
）２
２
３
４

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

９
月
２
日
㈭
・
10
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

９
月
６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、

27
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
７
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
（
金
一
封
）
大
橋

楷
一
郎（
神
奈
川
県
）、島
内
国
彰（
兵

庫
県
）、
横
畑
敏
宏
（
倉
敷
市
）、
徳

山
聡
子
（
笠
岡
市
）、
渡
辺
康
道
、

西
田
秀
夫
（
井
原
市
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

江
尻
　
始
（
上
高
末
）、
松
永
保
宏

（
宇
角
）、
森
脇
博
昭
、
中
嶋
　
浩

（
東
三
成
）、
末
長
昌
子
（
西
川
面
）、

池
尻
久
子
、
藤
原
清
一（
東
川
面
）、

（
食
品
・
生
活
用
品
）
生
長
の
家
岡

山
教
区
井
原
、（
車
い
す
）
株
式
会

社
レ
デ
イ
薬
局

▼
美
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
江
尻

始
（
上
高
末
）、
松
永
保
宏
（
宇
角
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
森
脇

博
昭
、
中
嶋
　
浩
（
東
三
成
）
▼
山

田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
池
田
か
お

り
（
里
山
田
）、
笹
井
美
帆
子
（
中
）

▼
川
面
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
土
屋

光
子
、
末
長
昌
子
（
西
川
面
）、
池

尻
久
子
（
東
川
面
）
▼
中
川
公
民
館

へ
（
金
一
封
）
末
永
邦
夫
（
浅
海
）

▼
矢
掛
町
へ
（
お
茶
）
学
校
法
人
福

嶋
学
園

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

◦�「ネットモラル対策」それって「いじめ」ではないですか。
周りの人に相談してください。

《地域ぐるみで暴走族の追放》
　最近の暴走事件をみると、現役の高校生含む10代後半の少
年が中心となっており、その周辺には15歳以下の少年も加わ
り、低年齢化の傾向にあります。これら集団は、かつての組
織化された暴走族グループとは異なり、深夜徘徊などでの不
良交遊やラインなどのSNSを通じて知り合い、居住地域に関
係なく集まって構成された、上下関係のない非行少年グルー
プです。
　警察では、各種法令を効果的に活用して検挙や補導を積極
的に行うとともに暴走族の結成や加入阻止の対策も推進して
います。皆さんも、暴走族追放のため、「暴走をしない・させ
ない・見に行かない」をスローガンとして、暴走行為を許さ
ない社会環境づくりにご協力をお願いします。

⃝暴走族 見たら 聞いたら 110番
◦�暴走族の姿を見たり、暴走族の車両が家の近所や、駐車場
に止まっていたら警察までお知らせください。

《犯罪のないみんなの街
「安全・安心」防犯キャンペーンの実施について》
　女性や子どもが狙われる犯罪やサイバー犯罪が依然として
後を絶たないことや、夏本番を迎え夏型犯罪等による「安全・
安心」が脅かされる事案の発生が懸念されることから、この
度「犯罪のないみんなの街『安全・安心』防犯キャンペーン」
を実施しています。皆さん、次の事項に十分注意してください。
◦女性・子供安全対策　～夏型犯罪、リスク回避で身を守りましょう～
◦�「不審者対策」暗い夜道は危険です。明るい道を選んで通り
ましょう。
◦�「盗撮対策」階段やエスカレーターをはじめ、後ろにも十分
注意してください。
◦�「住居侵入対策」扉や窓が開けっぱなしではありませんか。
鍵をかけてください。
◦�「通学路対策」忘れないでください「いかのおすし」いかない。

のらない。おおごえをだす。すぐにげる。しらせる。
◦「痴漢対策」混雑している車両等は避けましょう。
◦サイバー犯罪対策　～スマホやパソコンには危険がたくさんあります！～
◦「詐欺対策」それ安すぎませんか？偽物ではありませんか？
◦�「フィッシング詐欺対策」そのサイトは本物ですか？十分確
認しましょう。
◦「性被害対策」会ったこともないのに信用するのは危険です。

※数値は暫定数です。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
あ
ら
し

事
務
所
あ
ら
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

7　月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 2 0 23
累　計 18 0 0 0 0 0 4 0 1 0 6 4 0 3 142 6 0 136
（前年比） ―2 ―1 ± 0 ± 0 ± 0 ± 0 +2 ―1 +1 ± 0 ―2 +3 ―1 +2 ―6 ―9 ―2 +15
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2021. 8
vol.110

Top News

7月26日㈪
　全国の被災地高校を結ぶ「BOUSAIゼミな～る」が
オンラインで開かれました。宇和島NPOセンター主
催のこの会には、宇和島東高校、南宇和高校、福島高校、灘高校、矢
掛高校の5校が参加。本校からは矢掛町・真備町在住の7名が参加し
西日本豪雨災害での体験などを全国の高校生に伝えました。

BOUSAI ゼミな～る

　ジャズバンド部による図書館コンサートが本校図書館でありました。
3年生最後のステージということで、今まで演奏してきた思い出の曲を
披露し、後輩たちに音と想いを届けました。

7月19日㈪矢高図書館コンサート

　1年生総合コースが「矢掛町の課題の解決案」をポスターセッション
で発表しました。「若者向けの店」「観光」「交通」「自然」「少子化」など
11テーマに分かれ、今後の町の発展について考察。ポスターは9月の
文化祭で展示されます。

7月26日㈪矢掛の町を考える

　町内でさまざまな仕事をしている人から直接お話をお伺いする制度「矢
掛マイスター制度」を準備中です。登録されたマイスターの方々には、矢
高生が仕事や進路に関する身近な疑問を相談させていただきます。

リージョナルモデル通信　　矢掛マイスター制度○25

マイスター登録をお願いする仕事・分野
（第一期）

看護師 理学療法士

介護士 消防士

保育士 美容師

スポーツ 観　光

商　店 製造業

農　業 公務員

総務防災課秘書広報係　☎（82）1010　有線0522問

　必要なときに、必要な情報があなたのスマホに届きま
す。今すぐスマホアプリ「やかげ navi.」をダウンロー
ドして、より快適でより安心安全なやかげ暮らしを！！

火災・地震などの緊急情報をいち早く！！ やかげ navi.
Yakaɡe Public Naviɡation

やかげ観光大使

矢掛町公式 LINE

その他にも
Twitter FaceBook

矢掛町からの情報をお届けします！
友だち登録お願いします！
行政情報 イベント 防 　災

@yakage_town
←登録はコチラから
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